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第２ 特記事項 

 

1 作業概要 

本作業は、水銀測定装置（日本インスツルメンツ株式会社製 RA-4500）及びその付属装置の性能

を十分に発揮させ、円滑な水質試験が行えるように点検整備するものである。 

 

2 作業場所 

京都市東山区粟田口華頂町 3 番地 水質管理センター 水質第 1課  

 

3 完成期限 

令和９年２月２６日とする。 

 

4 機器仕様 

(1) 検出部 

ア 測定原理：非分散ダブルビーム冷原子吸光法 

イ 測定方式：還元気化法 開放送気方式 

ウ 光源：低圧水銀放電管 

エ 波長：253.7nm 

オ 検出器：光電管 

カ 検出下限：0.0025ng/5mL (0.5ppt) 

キ 測定範囲：500ng/5mL (100ppb) 

ク 測定時間：120～900 秒 

ケ 排気水銀処理：水銀専用活性炭 

(2) 試料前処理・還元部 

ア 試料数：80 試料 (標準、未知試料の合計) 

イ サンプル移動：ターンテーブル方式 

ウ ランダムアクセス：可能 

エ 加熱方式：赤外線ヒータ 

オ 試料ステージ：耐酸塗膜アルミブロック 

カ 加熱温度：～95℃ 

キ 冷却方法：冷却用ファンによる送風冷却 

ク 撹拌方法：マグネチックスターラー 

ケ 試料有無／色判断：光センサー 

コ 試料容器：5mL(専用試験管) 

(3) 試薬分注部 

ア 分注方式：チューブポンプ (7 個) 

イ 分 注 量：可変 

ウ 分注試薬：(基本設定) 



(ア) 硫酸(1+1) 

(イ) 硝酸(1+3) 

(ウ) 5%過マンガン酸カリウム溶液 

(エ) 3%ペルオキソ二硫酸カリウム溶液 

(オ) 0.8%、1%、1.2%、又は 1.5 %塩化ヒドロキシルアンモニウム溶液 

(カ) 10%塩化第一スズ溶液 

(キ) リンス用蒸留水 

(4) データ処理システム 

ア ＯＳ：Windows 7/8/8.1/10 

イ 通信：イーサネット 

ウ 表示：ピーク波形、検量線グラフ、開始・終了時間、測定結果 

エ 装置制御：分注試薬(種類・量)、加熱(温度・時間)、冷却時間、測定対象、異常停止後復帰

機能 

オ データ処理：検量線(1次式×3種類、3次式×3種類)単位設定、濃度計算、ベースライン補

正、統計計算(平均値、標準偏差、CV%) 

カ 印字：メモ、検量線グラフ・式、測定値表、統計計算、ピーク波形、印刷プレビュー 

キ 精度管理：スタンダードチェック、高濃度検知機能、ブランクチェック 

 

5 作業内容 

(1) 部品交換 

以下の部品について点検を行い交換を行うこと。 

ア 定期交換部品セット W136-0027-01 1 式 

イ 不織布フィルター  NC0000143 1 式 

ウ 試薬ポンプ RA-4500 P1～7 1 式 

(2) 点検整備内容 

ア 目視点検 

(ア) 外観：動作に悪影響を与える損傷がないこと。 

(イ) 表示部：電源投入後、ＰＣにエラーが表示されないこと。 

(ウ) 配管系：汚れ、損傷がないこと。 

(エ) セル：汚れがないこと。 

イ 動作点検 

(ア) セルフチェック：セルフチェックを実行し、全ての項目がパスすること。 

(イ) エアーポンプ：エアーポンプを回転させ、回転方向が右回りで、異常音がないこと。 

(ウ) バルブ：各バルブが正常に機能していること。 

(エ) クーラー：電子クーラーの冷却状況を確認し、除湿部が冷却されていること。 

(オ) 恒温槽：電圧が 13±3.0V であること。 

(カ) プリアンプ：オートアジャストを行い、出力電圧(S/R)が 4±0.1V であること。 

(キ) 初期動作：電源投入時ホームポジションに戻ること。 



(ク) ターンテーブル駆動部：メンテナンスモードで操作したとき、動作に異常がなく、異音

がしないこと。 

(ケ) アーム駆動部：メンテナンスモードで操作したとき、動作に異常がなく、異音がしない

こと。 

(コ) スターラー：測定時に各スターラー部の撹拌子が正常に回転すること。 

(サ) 試薬ポンプ：各試薬が各チューブに充填されること。 

ウ 性能点検 

(ア) 直線性（前処理なしで測定）：ブランク、0.05ppb、0.10ppb、0.15ppb の水銀標準液を測

定し、最大偏差が 5%以内であること。 

(イ) 再現性（前処理ありで測定）：0.05ppb の水銀標準液を５回測定し、変動係数(CV 値)が

10%以下であること。 

 

6 作業報告書の提出 

点検作業結果については、報告書を提出すること。 

なお、性能点検で行った測定値及び基準値を報告書に明記すること。 

 

7 材料・測定機器等 

作業に必要な材料及び測定機器等については、受注者が準備すること。ただし費用内訳書に計上し

た材料以外で必要な材料等が生じた場合は、協議のうえ、発注者が認めたものについては、発注者が

支給する。 

 

8 その他 

(1) 本作業における点検整備は、日本インスツルメンツ株式会製 RA-4500 及びその付属装置に精通

し、かつ熟練した作業員が行うこと。 

(2) 作業日程については、監督員と十分協議の上、装置の停止期間をできるだけ短縮すること。 

(3) 作業を行う場合は、原則として監督員の立会いを受けること。 

(4) 作業場所は、常に整理し、作業後の清掃を十分に行うこと。 

(5) 作業場所は、浄水場内にあるため衛生の保持に努めること。また、作業に関係のない施設等には

立ち入らないこと。 

(6) 本作業で発生する廃棄物は分別収集し、受注者が適正に処分すること。 

 


